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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,ヌードマウスが呈する無毛症と無胸腺という2つのヌード表現形は,winged-helixfamily
に属する転写因子Hjhll(whn)遺伝子の変異により生じるであろうという報告に着目し,Hjhll(whn)
遺伝子の正常型タイプをヌードマウスの受精卵に直接導入し,表現形が野性型に戻るかどうかの検証を行
ったものである｡
その結果,不完全ではあるが無毛症が回復したのに対し,胸腺の形成は認められず,更に,胸腺から産
生されるTリンパ球も検出されなかった｡このことは,ヌード表現形のうち無毛症はHjhll(whn)遺伝
子の変異に起因すると結論することができ,無胸腺の方に関しては,原因遺伝子が2つ以上ある可能性が
低いことから,胸腺におけるHfhll(whn)遺伝子の発現に必須な制御領域が,導入したDNAには含ま
れていないことが推測された｡
本論文は,Hjhll(whn)遺伝子の変異がヌード表現形をひきおこすことを,生物学的な手法を用いて
機能的に証明するとともに,異なる組織においての,Hjhll(whn)遺伝子の複雑な発現制御機構を解明
する手がかりとなるものである｡
以上の研究は,マウス遺伝病 (ヌードマウス)の原因遺伝子の解明に貢献し,将来的に,ヒト遺伝子治
療にも応用できる可能性を示唆するものである｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年1月10日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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